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特別講演会報告（抄録）

早稲田大学文化芸術週間 2019 特別講演会

會津八一記念博物館企画展示「世界をつなぐやきもの」関連企画

世界をつなぐやきもの
―早稲田大学の調査から―

日時：2019年10月19日㈯　13：00〜15：00

会場：早稲田大学 戸山キャンパス 36号館６階681教室

主催：早稲田大学會津八一記念博物館
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本講演会は、早稲田大学會津八一記念博物館の秋季企画展「世界をつなぐやきもの」の関連企画として実施し

た。企画展「世界をつなぐやきもの」では、陶磁器研究の大家三上次男博士が著書『陶磁の道』で取り上げたこ

とでも著名なエジプトのアル＝フスタート遺跡の出土品を中心に、會津八一記念博物館で所蔵している西アジア・

東南アジア・東アジアなどのやきものを展示した。本講演会は展示内容の詳細な解説として、1978 年から早稲田

大学によって行われたアル＝フスタート遺跡の発掘調査に携わった近藤二郎教授と、東南アジア地域の陶磁器研

究をご専門とされている田畑幸嗣教授に、展示品の説明や発掘調査当時の様子、現在の研究等についてご講演を

いただいた。以下は講演会当日のプログラムである。次のページには当日の会場風景の写真を掲載した。

また、近藤二郎先生には当日の講演内容について本書にご寄稿いただいた。

【開会挨拶】　

　13：00 〜 13：05 肥田　路美
（早稲田大学會津八一記念博物館館長・文学学術院教授）

【趣旨説明】　

　13：05 〜 13：10 石井　友菜
（早稲田大学會津八一記念博物館助手）

【講演】

　13：10 〜 14：00

　「アル＝フスタート遺跡と早稲田大学の調査」　 近藤　二郎
 （早稲田大学文学学術院教授）

　14：00 〜 14：50

　「世界を繋ぐ陶磁器」　 田畑　幸嗣
（早稲田大学文学学術院教授）

【閉会挨拶】

　14：50 〜 15：00 石井　友菜
（早稲田大学會津八一記念博物館助手）

プログラム

講演会概要
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特別講演会　会場風景

◀ 開会挨拶：肥田　路美
　（早稲田大学會津八一記念博物館館長）

▲講演 :「アル＝フスタート遺跡と
         　　 早稲田大学の調査」
　近藤　二郎（早稲田大学文学学術院教授）

▲講演 :「世界を繋ぐ陶磁器」
　田畑　幸嗣（早稲田大学文学学術院教授）


